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この一年も、私たちは限りなく「出会い」を続けてきました。そして、お互いが知り合い、対

話し、理解しあう中からコミュニティを創りあげていくことの大切さを知りました。

どの地域にも豊かな歴史とそこに息づく人々の営々としたくらしがあります。そのくらしの営

みは時に「稗史」と呼ばれ、特別なことでもなく、ごくごく「あたりまえ」に存在するものな

のです。しかし、その「あたりまえ」が外から来た人にとって「有り難い」ものに映り魅力あ

るものに感じられるとするならば、その人はきっとこう言うでしょう。「ここに暮らしてよかっ

た。ありがとう」と。

かつて、村おこしやまちづくりの担い手たちは、自らのことを「生活改善グループ」と名乗っ

ていました。そう、まずは自分たちの生活をよりよくすることが第一なのです。そして、その

より良い生活を一部で囲い込むのではなく、他の人に対して開放していくことで多くの人々は

救われてきました。そのあっけらかんとした気さくで飾り気のない人々の言動の存在そのもの

が「つながり」という地域の宝となったのです。

コミュニティの本来の意味は「共に重荷を担い合う」ということ。はじめはたったひとりの「私」

のつぶやきから始まったことも、つながっていくことによって「私たち」の声に変わり、その

負担は少しずつ軽くなっていきます。それぞれのこどもたちや地域に対する思いが集結するこ

とによって心軽やかになり、こどもたちの小さな明るい活気が大きな深い恵みをこのまちにも

たらすこととなるのです。

３年という期間をかけて私たちを取り巻く子育ての環境について徹底的に考え、自分が住むま

ちや自分自身のあり方に気づく「場」を共有したことは本当に意義あることでした。まずは、

親をはじめとする大人がつながり成長することがまちやこどもたちの成長を促すチカラでもあ

ります。そして、老若男女を問わず「元気」と「つながり」が復活していくことで、私たちの

生活環境が徐々に改善、回復していくとするならば、私たちが挑むべき環境問題の対象は「人

間関係の環境」なのかもしれません。

こどもたちを心から愛する多くの方々のご協力でここまで進めることができたことに心から感

謝申し上げたいと思います。ここに関わったメンバーの関係性が「チーム」となりつつあるこ

とで何にでも立ち向かえそうな気がしてきたのは私だけでしょうか。

2009 年春、桜満開の福岡にて

加留部貴行

（2008 年度子育て相互支援活動のための活動スキルアップ講座第４回ファシリテーター）

2008 年度子育て相互支援活動のための活動スキルアップ講座まとめ

巻　頭　言

｢ つながり ｣の向こう側
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明治学院大学社会学部付属研究所では、2008 年度「子育て相互支援活動のた
めの活動スキルアップ講座」を開催しました。この講座は、2006 年度・2007年度
に開催した「活動サポート講座｣・「子育て支援活動メンバーのための活動スキルアッ

プ講座」に引き続くものです（2006 年度「子育て支援活動メンバーのための活動スキルアップ講座」第１
回～第４回は、港区立子ども家庭支援センターとの共催）。
当研究所が、子育て支援活動メンバーと出会い始めたのは、2004年度から2005年度にかけてです。「都

心での子育て環境をよくしたい！」という活動者との出会いがきっかけとなり、港区内で活動するいくつも
の子育てグループの皆さんと知り合いました。それぞれが、「いろいろな人との関わり合いの中で子どもを
育てたい」と考え、出かけにくい孤立しがちな親子を心配し、親子で集まれる小さな広場や母親向け講
座などの活動を、懸命にほぼ手弁当で運営していました（一部のグループは、港区社会福祉協議会の『子
育てサロン』助成を受けています）。活動スキルアップ講座のテーマは、そうした子育てグループ活動者と
の対話の中から、選んだものです。
2008 年度の「子育て相互支援活動のための活動スキルアップ講座」は、機会があったら、これから何

か活動してみたい～という方にも参加してもらえるようなテーマも盛りこみました。とくに、港区内のワクワ
ク事例紹介を行った第１回は、区内の関心ある皆さんが参加され、活発な質疑応答が交わされました。第
３回では、スピーカーは品川で活躍する子育て情報誌グループの皆さんでしたが、参加者は大きな刺激を
うけたようでした。ほんの少しずつでよいのですが、講座へ参加されたことが、「子育て中だからこそでき
る活動や発信」をするための力になってくれたら、とてもうれしく思います。
講師･ファシリテーター・スピーカー等は、2008 年度も、実践活動を通して築いたネットワークをフル活

用し、それぞれの領域や地域でご活躍の皆さまに協力していただきました。この場を借りまして、ご協力
にあらためて感謝いたします。講座に参加いただけなかった皆さんにも、そのエッセンスを届けたいと考え、
まとめを作成しました。ご覧いただければ幸いです。

2009 年 3月吉日（明治学院大学社会学部付属研究所ソーシャルワーカー平野幸子）
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　港区内に、どんなサークルがあるの？ということがなかなか見えない。でも活動してい

る人たちはたくさんいるよ～ということがわかり、「いっそ皆と手をつないで、ネットを

つくってしまえ～」ということで、「みなと子育てネットＷａ．Ｗａ．Ｗａ」を立ち上げ

ました。

　きょうのスピーカーの方々のグループの他にもつながりグループがあります。

　これからグループを立ち上げる方も、立ち上げたいな！という気持ちが強い今がチャン

ス。代表を決めてとりあえず作ってみる、というのもいいと思います。何もないところか

ら立ち上げるよりも、家庭教育学級や区の企画での出会いを移行する形はやりやすいかも

しれません。思いの強いうちに、名前を付けて代表さえ決めてしまえばできます。それか

らボチボチ固めてもいいのかなと思います。みなと子育てネットＷａ．Ｗａ．Ｗａの活動

としては、今年も、港区立子ども家庭支援センターと明治学院大学社会学部付属研究所共

催の「港区地域こぞって子育て懇談会」の企画を担当します。他に、芝地区ふれあい祭り

やみなと区民祭りに出展予定。いろいろなことを企画し

ていきます。グループを作らなければ入れない、ではな

いので企画をやりたい～からだを動かしてみたい～とか

何でもありです。お声をかけてください。みなと子育て

ネットＷａ．Ｗａ．Ｗａでは、子育てグループの情報や

子育て・子育ちに関する情報交換のためのメーリングリ

ストを持っています。どうぞお入りください！
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子どもが小学３年生になり、小さいお子さんはかわいいとは思うが、興味の対象は小学生に。

でも、活動してきたことを続けていきたい気持ちがある。自分が講座に出て、本当にありがた

かったという気持ちを他の方たちにも思ってほしいな、と思って続けている。だが、興味は違

う方向に行ってもいるので、どうしていくか少し悩んでいます。でも、自分が子育てしている

ときに、手助けしてくれた人たちに「ありがたい」という思いをもったが、それで終わりにし

ないで、次の人たちに返せるようにしたい、それが続ける理由かと思う。

わが子の成長に合わせたサークルとの接し方もあるでしょうが、わが子をちょっとおいて、第

三者的に関わる活動の仕方もある。活動のパターンはいろいろあると思います。活動を立ち上

げた時の気持ちや共通認識が段々ずれてきた時にどうしていくのかな？どうしてもひとりひと

りそれぞれなので、スタッフ内でも共通認識といってもくずれてくる。私は半年くらいやっ

て、このコンセプトだけはずらさずにいこう－を決めました。自分も一緒にやっている人も変

わっていくので、最初の根幹だけを決めておくというのが会として大事かと思います。軌道修

正はできます。世代交代も根幹がしっかりしていれば、会として継続できると思います。

理想的なのは、みながいろいろな意見を言って作り上げていくことですが、中には何も言わな

い人もいる。自分がああしよう～こうしよう～と考え、どうしたらいいだろうと思うので意見

をほしいが、話し合いがなかなかうまく回らない。何かやってくれれば参加するという人、指

示してくれれば手伝うという人もいる。うまく役割分担できればいいと思っています

が、、、。

結局、時間もなく、「じゃあ、もうやっちゃえ～」となると、苦しくなってきます。自分のた

めもあるけれど、子どものためにやっていたはずが、子どもをほったらかしでやっている、と

か矛盾が、、、。きれいごとだけでは進まない、、、という面もあります。

私は、活動を始めた時は既に子どもが大きかったので、子どもの成長に合わせて興味が変わる

ということはなかったです。

子育ては、子育て中だけに限るという感覚が私にはなく、幅の広い捉え方をしています。

子育ては、いろいろなことに関係する。教育もそうだし、全部関係するくらい奥が深い。港区

地域こぞって子育て懇談会の対象も、小さいお子さんを育てている方だけではなく、「子育て

にやさしい街は皆にやさしい街だよ」といいたいです。グループでの活動の時は対象があるで

しょうが、みなと子育てネットＷａ．Ｗａ．Ｗａとしては、広い目で見て考えていきたいと思

います。
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メンバー同士のコミュニケーション重要！

のちのちスムーズに進めるために大事です。

校正 気をつけていること・・・

① 誤字脱字

② 名称の確認 正式名称や正式表記を載せること。

③ ＳＫＩＰとしての決まりごと（例：「こども」の表記など）

④ 初めて読む人に内容がきちんと伝えわるか、表現に問題はないか。

⑤ 作業には、国語辞典・パソコン・赤ボールペンが必須

編集会議の時、必要に応じ（内容によっ

て）、おばちゃんちの出張保育を利用したり、

お互いに子どもを見合ったりします。

子どもが、はじめ託児になれなくて大変だっ

たこともあります。



－ �� － － �� －



－ �� － － �� －



－ �� －

品川ＳＫＩＰ編集委員会 活動実績
―２００４年度―

＜ 2004 年 9 月＞

・ ＮＰＯ法人ふれあいの家―おばちゃんち―主催 「品川区社会教育学級 『パパ＆ママ視点の子育てガイドブックを

一緒につくりませんか』 にて、 結成。

＜ 2005 年 1 月＞

・ 「おやこであそぶ、 しながわ子育てガイド 2005 「ＳＫＩＰ」 vol.0」 発行

　（Ａ 5 版 40 ページ、 1,500 部発行、 定価 200 円）

―２００５年度－

＜ 2005 年４月＞

・ 品川ＳＫＩＰ編集委員会 発足

＜ 2006 年 1 月＞

・ 「おやこであそぶ、 しながわ子育てガイド 2006 「ＳＫＩＰ」 vol.1」 発行

　（Ａ 5 版 36 ページ、 1,000 部発行、 定価 200 円）

―２００６年度―

＜ 2007 年３月＞

・ 「コソダテ系 自主グループＭａｐ in 品川」 発行

　（2008 年 3 月現在で計 2,800 部発行。 無料配布）

・ 品川子育てメッセ 出展

―２００７年度―

＜ 2007 年９月＞

・ 若葉マークの講習会 「まちで探そう子育てのタネ （ネタ）」 開催

＜ 2007 年 12 月＞

・ 次世代育成支援協働フォーラム in とうきょう

　第二分科会 「東京子育てマップをつくろう！～東京の子育て支援の全体像を把握する～」 に登壇

＜ 2008 年 3 月＞

・ 「おやこであそぶ、 しながわ子育てガイド 2007 「ＳＫＩＰ」 vol.2」 発行

　（Ａ 5 版 40 ページ、 2008 年 9 月現在 1,600 部発行、 定価 200 円）

・ 第 14 回 マイタウンマップコンクール 厚生労働大臣賞 受賞

・ 書店での取扱開始 （文星堂ゲートシティ大崎店 ・ シンクパーク店）

・ 大商業まつり 出展

－２００８年度―

＜ 2008 年４月＞

・ “アトリエ ・ チルドリン 「春のママまつり」” 出展

・ はっぴいトライアングル 参加

＜ 2008 年 6 月＞

・ おおた子育て応援メッセ 出展

・ 有隣堂アトレ大井町店 取扱開始

＜ 2008 年 7 月＞

・ 品川ケーブルテレビ 「商店街大好き！ＳＫＩＰ親子と歩く戸越銀座商店街」 出演

＜ 2008 年 8 月＞

・ 戸越銀座まつり 出展

＜ 2008 年 9 月＞

・ 明治学院大学社会学部付属研究所 第３回活動スキルアップ講座 ： 9 月 30 日 （火） 10 ： 30 ― 12 ： 30

　「子育て情報を発信しよう～子育て情報誌編集メンバーから学ぶワザ～」 スピーカーとして参加予定

＜ 2008 年 11 月＞

・ イベント出展予定

･･･他、 各児童センターからの要請で 『親育ち講座』 にて活動に関して述べたり、 また、 記事をきっかけに 『おん

ぶひも講座』 など、 広がりを見せている。

　編集委員はそれぞれ、子育てアドバイザー、保育士、社会福祉士、ふれあいあそびアドバイザー、ベビーマッサー

ジ講師を取得または取得を目指し、 各自及び子育て支援活動へとスキルアップを図っている。
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